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5

操作

点灯の確認を行なう。

壁スイッチのある場合は、あらかじめ壁スイッチ
をＯＮにしスイッチを操作してください。

3

操作

本体を取り付ける。

補強材のある場所に付属の木ネジ（２本）で
本体を取り付ける。

壁面取付穴

棚下取付穴

壁

4

操作

サイドカバーを取り付ける。

左右のサイドカバーを本体に取り付ける。

サイドカバー

（左右２箇所）

注意

取り付けは確実に行なってください。不完全な
場合、落下によるケガの原因となることがあり
ます。

本器具は棚下取付もしくは壁面取付に使用でき
ます。誤った取付は、火災・落下・故障の原因
になります。

457.4 mm（KL-152）

594.4 mm（KL-202）

取付ピッチ

指定以外の場所に取り付けると、火災・感電・落
下によるケガの恐れがあります。

禁止

器具の両側に10cm以上、上面又は奥行きに2cm以上
のスペースがあることを確認してください。スペ
ースがないとサイドカバーの着脱ができません。

注意

傾斜した場所 補強のない薄い場所
（ベニヤ板や石こうボードなど）

不安定な場所 縦付け

油煙や湯気が当たるような場所に取り付けないで
ください。ガスコンロ、湯沸かし器などの真上に
取り付けると、火災・故障の原因となることがあ
ります。

禁止

この器具は非防水ですので、浴室などの湿気の多
い場所や屋外で使用しないでください。火災・感
電・故障の原因となることがあります。

禁止

●施工前のご注意

器具重量に耐えられるよう、取付部の強度を確保
してください。

注意

取付面がクロス貼りの場合は接着剤が十分に乾燥
してから器具を取り付けてください。変色やサビ
の原因になります。注意

注意

メタルラス張り、ワイヤラス張り、金属板張りの
木造の造営材に器具を取り付ける場合は、器具の
金属部と絶縁をとり、木ネジ、器具の取付板等と
メタルラス、ワイヤラス、金属板とが電気的に接
触しないように取り付けてください。漏電した場
合、火災のおそれがあります。 調光器と組み合わせて使用しないでください。

火災の原因となることがあります。
禁止

人への危害、財産への損害を防止するため、施工の前に
よくお読みのうえ、正しく施工してください。
（※ 施工する場合は、電気工事士の資格が必要です。）

2cm以上

2cm以上
10cm以上

10cm以上

棚下取付 壁面取付

●器具の取付方法

1

操作

サイドカバーを取りはずす。

サイドカバーを本体からはずしてください。

操作 電源線を接続端子に確実に差し込む。

電源線のはずし方

※はずす時は解除ボタンを押しながら矢印の
　方向に電源線を引き抜いてください。

サイドカバー本体カバー （左右２箇所）

器具を取付ける際は、壁スイッチ等で電源を
切ってから行ってください。

注意

2

操作

電源線を接続する。

本体背面のカバーをあけて接続端子を取り出して
ください。

カバーのあけ方

電源線にポリエチレン系絶縁体を使用したＥＭ

（エコマテリアル）ケーブルをご使用の場合、

表面の劣化を考慮し、端末部付近の絶縁体露出

部を黒テープなどで保護してください。

操作
接続後、接続端子を本体内に収め、カバーの
溝から電源線を出す。

適合電線　ＣｕΦ1.6、Φ2.0単線

●各部の名称

カバー

フレーム

本体カバー
サイドカバー

スイッチ

コンセント
（１４００Ｗまで）

本体カバー

サイドカバー

取付穴

付属品

ネジ（２本）

●表示された電源電圧（AC100V）、周波数（50/60Hz）以外で使用しないでください。

●本製品をご使用中、ラジオ等の音響機器への雑音や他の家電製品の赤外線リモコン

　が作動しない場合がごくまれにあります。この場合はトラブルが発生しなくなる距

　離まで離してご使用ください。

●調光機能のついたコンセント器具では絶対に使用しないでください。（破損や発煙

　の原因となります。）

《ご注意ください》

操作
スイッチを引く毎に次の順で
点灯、常夜灯、消灯を繰り返します。

点灯 常夜灯 消灯

●点灯方法

型　番

KL-152

KL-202

定格電圧

AC100V

ＬＥＤ

昼光色 0.3W

消費電力

10W

14W

器具光束

900lm

1100lm

LED常夜灯 コンセント容量

定　格

1400Wまで
電源線

接続端子

12m
m

解除ボタン

接続端子

電源線


